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 光触媒反応を可視光領域で進行させるために、酸化物中へアニオンをドープした材料設計が盛んに研究され

ている。その中でも二次元結晶構造を有するホスト層とゲスト種から構成されている層状酸化物を可視光応答化

させることは重要であると考えられる。我々は紫外光照射下で水を完全分解でき(1)、アミン溶液中でホスト層を剥

離（ナノシート化）可能である(2)K4Nb6O17 に着目した。これまでに Nb6O17 ナノシートは 1nm という薄さ故に再結合

が抑制され、非常に大きな光酸化電流を発生させることが報告されている(3)。本研究では K4Nb6O17 を硫化処理

することにより層状オキシサルファイドを合成後、その可視光応答性を光電気化学測定により調査した。 
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